
１ . はじ めに

　 　 本調査は、 当会の前身団体である 「 河川をきれいにする協議会」 の中から調査部員が募られ、 昭和51年か

ら開始したものである。 当初、 境川５ 地点で始まった本調査は、 その後、 調査員の交替、 調査地点の変更等

を経て、 49年目を迎えた現在、 市内６ 河川８ 地点で春と 秋の年２ 回実施している。

　 　 令和６ 年度は、 ５ 月24日と 10月11日に調査を実施した。 以下、 調査結果を報告する。

２ ． 生物相調査の実施

　 　 河川の水質調査の方法と しては、 BOD、 COD などの理化学的調査の他に、 汚濁の進行に応じて水生生物

の生息範囲が限られてく るこ と を利用した生物学的な水質調査がある。

　 　 この方法は、 比較的簡易な方法であること 、 市民の方々にも親しみが持ちやすい等の利点があり 、 本会と

しても河川浄化啓発活動の一環と して取り 入れてきた。

３ ． 調査河川と 調査結果

河川生物相調査結果報告書
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大戸橋（ 境川）

大戸橋は、 南高尾山稜の東側の草戸山を源流と する境川の最上流に位置しており 、 周囲を森林に囲まれた

河床がきれいな小川に架かる小さな橋である ｡

５ 月の調査では、水質階級はｏｓ（ きれいな所） を維持、優占種はカゲロウであった。 その他の指標生物は、

ヤゴ、 プラナリ ア、 ホシチョ ウバエで、 指標生物以外ではカワエビが確認された。

10月の調査では、 水質階級はｏ ｓ（ きれいな所） を維持、 優占種は昨年調査ではカゲロウであったが今回

調査ではヤゴでイ ト ト ンボのヤゴが多く 確認さ れた。 その他の指標生物はサワガニ、 カゲロウ、 ト ビケラ、

カワニナで、 指標生物以外ではカワエビ、 アジメ ド ジョ ウを確認した。

今年度調査では水質階級はｏｓ（ きれいな所） と 昨年と 変わらず水質が維持されているこ と が確認できた。

上中村橋（ 境川）

　 上中村橋は、神奈川県と 東京都の境界近く に位置し、周辺には宮下工業団地や米軍相模補給廠などがある。

５ 月の調査では、 水質階級はβｍ（ ややきれいな所） と なった、 優占種はカゲロウであった。 その他の指

標生物はヤゴ、 サカマキガイで、 指標生物以外ではカワエビ、 アメ ンボ、 魚が確認された。 昨年確認されな

かったサカマキガイによ り 評価点がｏ ｓ（ きれいな所） と αｍ（ やや汚れた所） で同点と なり 、 中間評価と

なるβｍ（ ややきれいな所） と なった。

10月の調査は、 増水により 護岸の際で水深40cm 程であったため中止と なった。

今年度の水質階級の判定は、 ５ 月調査時のβｍ（ ややきれいな所） と 昨年のｏ ｓ（ きれいな所） と 比較し

水質が低下した結果と なり 、 一過性のものかは引き続き調査が必要と 考える。

鶴金橋（ 境川）

　 境川は東京都と 神奈川県の県境に流れる河川であり 、 境川の調査地点は三つあるが、 鶴金橋はその中で最

も下流に位置し、 周囲は住宅街に面している。

５ 月度の調査では水質階級が「 OS」（ きれい） であったが、 昨年の５ 月度では「 α m」（ やや汚れ） だっ

たため、 ２ 段階改善した。 優占種はカゲロウで、 プラナリ ア、 ヤゴの３ 種の指標生物が確認された。 昨年の

5月に確認さ れたシジミ 、 ヒ ル、 ホシチョ ウバエは今回確認さ れなかった。 その他の生物と してエビが確認

された。

10月度の調査では、 水質階級は昨年の10月度と 同じ く 「 α m」（ やや汚れ） であった。 優占種はヒ ルで、

その他の指標生物は確認されなかった。 その他の生物と してチョ ウバエと 多数のエビが確認された。
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　 こ の地点は平成21年から令和４ 年までおおむね「 OS」（ きれい） を維持しており 、 時折「 β m」（ ややき

れい） になる状態が続いていたが、 令和５ 年の５ 月度、 10月度の調査で「 α m」（ やや汚れ） の結果と なっ

ている。 今年は、 ５ 月度の調査では「 OS」（ きれい） と いう 結果だったものの、 10月度の調査では昨年と 同

じく 「 α m」（ やや汚れ） であり 、 悪化傾向にある。

無量光寺下（ 八瀬川）

　 八瀬川は相模原市を流れる延長約５ km の中小河川であり 、 上田名付近の田名堀之内にある 「 大杉の池」

に源を発し 、 陽原段丘を西から東に流れ、 麻溝地区の「 三段の滝」 上流で一級河川相模川と 合流する 。 調査

地点は、 八瀬川の下流に位置し 、 近年開通した圏央道の相模原愛川 ICの近く でも あるが自然環境が比較的

保たれている場所である。 河川状況は、 川幅2.5m ほどの小川であり 河床は小石や砂利で両岸は土と なって

いる。

５ 月の調査では、 水質がｏｓ（ きれいな所） を維持しているこ と が確認できた。

優占種はカゲロウ、 指標生物と してはこの他に、 カワニナ、 サワガニ、 ヤゴ、 ヘビト ンボ、 ト ビケラの計

６ 種が確認され、 また指標生物以外ではカワエビが多数見られた。

10月の調査では、 水質がβm（ ややきれいな所） と なり 、 １ 階級低下しているこ と が確認できた。

優占種はカゲロウ、 指標生物と してはこの他に、 カワニナ、 シジミ 、 ヒ ル、 ヤゴの計５ 種が確認され、 ま

た指標生物以外ではカワエビが多数見られた。

近年、 こ のポイント ではｏｓ を継続していたが、 10月の調査では、 従来よく 見られていた、 清流を代表す

るサワガニが皆無で、 その代わり に従来見られなかった、 汚れた所を好むヒ ルが確認されているため、 今後

の推移を注意深く 観察する必要がある。

八幡橋（ 鳩川）

　 鳩川は内出橋下流端に源を発し 、 上九沢・ 上溝地区等を経て下溝地区で姥川・ 道保川と 合流し 、 また中流

の磯部付近で鳩川分水路・ 鳩川隧道分水路によって上流域の水を相模川へ放流している 。 調査地点は鳩川の

中流域の上溝地区に位置し 、 周辺は住宅地になっている場所である 。 河川状況は両岸コンク リ ート ブロッ ク

に覆われているが、 河床は砂利や小石になっており 一部自然河川に近い状況である。

５ 月の調査では、 水質がｏｓ（ きれいな所） を維持しているこ と が確認できた。

優占種はト ビケラ 、 指標生物と してはこ の他に、 アセラ ス、 ヨ コエビ、 サワガニ、 カゲロウ、 ヤゴの計6

種が確認され、 また指標生物以外ではカワエビが多数見られた。

10月の調査では周辺に大型の雑草が生い茂っており 、 また水量も多かったため川に入るこ と ができず調査
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を断念した。

こ のポイント は数十年前にはαm（ ややよごれた所） からβp（ よごれた所） であったが、 最近の十数年

で大きく 改善が進み、 令和１ 年の特異点を除けば、 近年はきれいな状態が維持できていると 言える。

天応院下（ 姥川）

　 姥川は、 相模原市緑区下九沢から中央区上溝にかけて位置する段丘崖の湧水を源と して 、 横山丘陵の山際

を流れ、 下溝地内の天応院付近で鳩川と 合流する、 延長約6.5km の河川である。 調査地点の河川状況は、 護

岸および河床がコンク リ ート で覆われているが、 一部には頭大の石や小石、 砂が混ざり 、 自然河川に近い状

態と なっている。

５ 月度の調査における水質階級は、昨年の同時期と 同じ 「 OS」（ きれい） であった。 優占種はト ビケラで、

カゲロウ、 プラナリ ア、 シジミ 、 アセラス、 ヨ コエビの57種の指標生物が確認された。 昨年５ 月に確認され

ていたヤゴは今回見られなかった。 その他の生物と して、 エビ多数と アメ ンボ、 魚を確認した。

10月度は、 調査前日に降った雨による増水と 草木の繁茂により 、 調査を実施するこ と ができなかった。

こ の地点では、 平成17年から現在に至るまで、 概ね「 OS」（ きれい） と 「 β m」（ ややきれい） の間を行

き来している。

泉橋上流（ 道保川）

　 道保川は湧水を水源と し 、 河川周辺は公園などに整備されている 。 道保川公園は、 環境省の「 残したい日

本の音風景100選」 に選ばれており 、 自然豊かな環境に位置している。

５ 月度の調査では、 水質階級は近年と 同様に「 OS」（ きれい） を維持した。 優占種はカゲロウであり 、 プ

ラナリ ア、 カワニナ、 イ ト ミ ミ ズ、 アセラ ス、 サワガニ、 ヤゴの７ 種の指標生物が確認さ れた。 昨年５ 月に

確認されたト ビケラや赤ユスリ カは今回確認されなかったが、 昨年５ 月に確認されなかったプラナリ アと サ

ワガニが今回は確認された。 その他の生物と してエビが確認された。

10月度の調査でも 、水質階級は近年と 同様に「 OS」（ きれい） を維持した。 優占種はヤゴであり 、カワニナ、

イ ト ミ ミ ズ、 ヨ コエビ、 カゲロウの５ 種の指標生物が確認された。 昨年10月に確認されたプラナリ アは今回

確認されなかったが、 昨年10月に確認されなかったヨ コエビが今回は確認された。 その他の生物と して、 エ

ビや多数のアメ ンボ、 ド ンコが確認された。

こ の地点では、 平成23年以降おおむね「 OS」（ きれい） が維持されており 、 非常に良好な状態にあると 考

えられる。

昭和橋（ 相模川）

　 相模川は富士山麓・ 山中湖や忍野八海に源を発し 、 富士山北麓の水を集めながら山梨県大月市で笹子川と

合流し、 相模湖と 津久井湖の二つのダム湖を経て相模原市域を流れて相模湾に注ぐ全長109kmの一級河川で

ある。 水道水・ 農業用水と して用いられているほか、 河川敷は市民や他から訪れる人達の憩いの場と して利

用され、 潤水都市さがみはらの母なる川と して親しまれている 。 調査地点は、 昭和橋下流の広大な本川のや

や浅瀬にあり 、 頭大の石や小石、 砂が混在する場所である。

５ 月の調査では、水質がｏｓ（ きれいな所） であり 、昨年10月のβ m からやや改善されたこ と が確認できた。

優占種はト ビケラ、 指標生物と してはこ の他に、 カゲロウ、 カワゲラ 、 ヘビト ンボの計４ 種が確認さ れ、

また指標生物以外では稚魚やアメ ンボウが見られた。

10月の調査では水量が多く 、 川に入るこ と ができなかったため調査を断念した。

こ のポイント は従来から ｏｓ と β m を行き来しており 、 近年ではｏｓ の確率が高く なっているも のの、 相

模川の本流であるため降雨等の影響を受けやすく 、 流速や水量の変化が大きいこ と が変動要因だと 推測して

いる。
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河川生物相調査水質判定経年変化
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